
２０１８年５月３０日 

 

株式会社 山陰合同銀行 

 

 

日南町有林Ｊ‐クレジットおよび日南町森林組合Ｊ‐クレジット 

２社合同売買契約調印式開催について 
 

山陰合同銀行(頭取 石丸 文男)では、地域の環境保全に対する取り組みの一環として、Ｊ

‐クレジットを活用したカーボン・オフセットの取り組み支援を行っています。 

このたび、２０１８年５月３１日（木）に日南町（町長 増原 聡）と有限会社大生建設

（代表取締役 川田 嗣男）、株式会社パセオ（代表取締役 福田 好美）との間で、それぞ

れ「日南町有林Ｊ-クレジット売買契約」が締結されることとなりました。また、同日、この

両社と日南町森林組合（代表理事組合長 平田 広志）との間でそれぞれ「日南町森林組合

Ｊ-クレジット売買契約」が締結されることとなり、下記の通り合同売買契約調印式が行われ

ますのでお知らせいたします。なお、同日、鳥取県より両社へ「とっとりの森を守る優良企

業認定」の証として、認定証が贈呈されますので、あわせてお知らせいたします。 

 

有限会社大生建設は、主に建設工事現場で使用する建設車両や建設機械から排出される温

室効果ガス（以下、「二酸化炭素」）をオフセットするため、日南町から５ｔ-ＣＯ2、日南町

森林組合から１０ｔ-ＣＯ2のＪ-クレジットを購入されます。 

株式会社パセオは、事業活動を行うなかで利用する電気、ガス、水道等の使用に伴い排出

される二酸化炭素をオフセットするため、日南町および日南町森林組合から２ｔ-ＣＯ2ずつ、

合計４ｔ-ＣＯ2のＪ-クレジットを購入されます。 

両社はともに、今後Ｊ-クレジットを活用したカーボン・オフセットを通じ環境保全の活動

を推進されるものです。 

 

当行では、ＳＤＧｓ（※１）や環境に配慮した企業経営（ＥＳＧ（※２）経営）、環境貢献企

業への投資（ＥＳＧ投資）などに国際的な関心が高まるなか、地球温暖化防止や森林整備の

重要性等を広くお取引先の皆様に対してご案内するとともに、Ｊ-クレジットを活用したカー

ボン・オフセットの提案を通じた取引先企業の付加価値向上を推進しています。引き続き、

持続可能な社会の実現へ向け、Ｊ-クレジット販売支援を積極的に行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 



※１：ＳＤＧｓ(Sustainable Development Goals）：2015年9月の総会決議で国連加盟国が採択した、 

2030年までに達成を目指す17の持続可能な開発目標と、これを達成するための169のﾀｰｹﾞｯﾄのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２：ＥＳＧ（Environment（環境）、Social（社会）、Governance（ガバナンス））の略称 

記 

【調印式概要】 

日 時： ２０１８年５月３１日（木） １５時００分～１６時００分 

場 所： 日南町役場防災会議室 （鳥取県日野郡日南町霞８００番地） 

出席者： 

（敬称略） 

優良企業認定者 

＜鳥取県＞ 

 

 

西部総合事務所日野振興センター 

日野振興局長    坂本 浩彰 

 

 Ｊ-クレジット販売者 

＜日南町＞ 

＜日南町森林組合＞ 

 

Ｊ-クレジット購入者 

＜有限会社大生建設＞ 

＜株式会社パセオ＞ 

 

 

町長 

代表理事組合長 

 

 

代表取締役 

代表取締役 

 

 

増原 聡 

平田 広志 

 

 

川田 嗣男 

福田 好美 

 Ｊ-クレジット仲介者 

＜当行＞ 

 

常務執行役員米子営業本部長 

尾原 司 

内 容： Ｊ-クレジットとっとりの森を守る優良企業認定式 

日南町有林Ｊ-クレジット売買契約調印式 

日南町森林組合Ｊ-クレジット売買契約調印式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｊ-クレジット売買仲介実績】 

 

 

 

（２０１８年５月３１日現在） 

以上 

今回 4件 19ｔ-CO2

合計 19件 405 ｔ-CO2 合計 48件 2,165ｔ-CO2

日南町内J-クレジット売買仲介実績 Ｊ-クレジット売買仲介実績
(含む他の自治体、民間事業者保有分)


